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　毎年言われることかもしれませんが、本年度ほど例年と大きく異なる１年はなか
ったと言えるのではないでしょうか。
　新型コロナウイルスは、「どこか遠くで起きた大変な出来事」ではなく、世界中
のほとんどの人々が小さくない影響を受けることとなりました。仕事や人生におい
て大きなダメージを負った方もおられます。また、「リモート」が一気に広がり生
活や仕事の常識や日常も変化しました。常識や日常に変化が起きる時は、人々の価
値観にも変化が生じます。通常は、徐々に新しい価値観が浸透していくものですが、
あまりに一気に広がりましたので、いまだ戸惑っている方も多いのではないでしょ
うか。まさにパラダイムシフトです。

　このように、現代史においても歴史的な出来事であった新型コロナウイルスですから、老健35年の歴史で
見れば、創設以来最もドラスティックな外圧と言えるかもしれません。そこには、マイナス面だけでなく、
新しいスタイルの広がりというプラスも含めた影響が出ています。
　マイナスで言えば、「地域がつながる場」が次々と延期・縮小・中止となりました。これは地域包括ケア
システムの推進にあたっては間違いなくマイナスでしょう。「オンラインで」と言われても対応できない高
齢者も多くおられます。そもそも、地域包括ケアシステムのイラストで描かれている各者をつなぐ線は、た
だの線ではなく血の通った線でなければなりません。やはりオンラインでは限界もあるように感じました。
また、広島県老人保健施設大会も中止になりました。運営や発表の準備をされていた方々にしてみれば、貴
重な学びと交流の機会がなくなったことはとても残念です。もちろん来年度の復活開催を目指しています
が、これまでと同じスタイルとはいかないかもしれません。
　一方プラスと言える影響を見てみますと、リモート会議やリモート研修のスタイルは、感染リスクだけで
なく参加者の費用と時間の負担を大幅に軽減しています。オンライン面会の広がりは、感染対策だけでなく、
離れて暮らす家族の世代間連結を強める可能性があります。「支えあい」の範囲を規定するものが、物理的
距離から心の距離へ移りつつある昨今ですが、一気に加速するかもしれません。
　また、私たちの現場ではリモート勤務はできないとするのが常識だと思っていましたが、特に公共交通機
関を利用して出勤する職員の中には、週休３日（１日10時間勤務など）を採用するケースが出てきました。
これは老健を含めた施設で働く人のライフスタイルの可能性を広げています。
　そのほか、顔認証検温装置や排泄アラートなど非接触型の機器の導入・検証・活用も見られるようになり
ました。結果的にお蔵入りする技術も少なくないと思いますが、定番化するものも出てくることでしょう。

　現在では、ウィズコロナと言われる反面、新しい生活様式があまりに日常化してしまったがゆえの様々な
回帰現象も起きています。Go Toキャンペーンだけでなく、一部ではマスク在庫のだぶつきやオフィス回帰
なども見られます。こうした状況のめまぐるしさによる価値観の振れ幅も非常に大きく、今後も混乱要因と
なるかもしれません。

　さて、そのような中、令和３年は介護報酬改定の年になります。
　老人保健施設という枠組みが、地域包括ケアシステムの拠点を目指す上で、こうした新型コロナウイルス
による揺り戻しと不可逆的変化を経て、どのような方向性を描くべきか。既定路線だけでなく、今一度関係
者が真剣に、原点と前提と未来をみつめなおすことが必要です。ここ近年言われ続けていることですが、こ
のたびほどの機会はないでしょう。「なぜ老健」という問いに対する答えを明確に発信できた時に、私たち
は初めてアフターコロナと言えるのかもしれません。

ݴ　಄　ר
広島県老人保健施設協議会　理事　酒井　亮介
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　2020年当初から世界に恐怖の嵐を起こしている新型コロナウイルス感染拡大は、新年の2021年を迎えても
入院者や重症者そして死者も増え続けています。政府が昨年12月に発生した807件のクラスターを分析する
と361件（45%）が医療・福祉施設での発生であり、各種報道によって注意喚起されている飲食関連は156件

（19%）でした。施設を運営している私たち会員は常に緊張感をもって感染予防を強いられる毎日となって
います。特に新年になってからはPCR検査陽性者が急増しているので行政による入院調整が停滞していま
す。したがって、陽性入所者の施設内待機を余儀なくされるケースが生じています。当広島県老人保健施設
協議会においても主催の大会や研修会は延期・中止となり、各種委員会は会場とwebを合わせたハイブリッ
ド形式などで行っています。主催するものとして苦渋の決断であり、諸事情を御理解のうえ、ご了承いただ
ければ幸いです。ワクチンが開発されて日本でも接種がスタートしていますが、水際対策をしていても施設・
院内感染を防止できないのがこの度のコロナ感染であり、現在はいつどこでクラスターが発生するか予測不
可能です。そこで本稿ではこの不安解消のために少しでも会員の皆様のお役に立つ情報を提供したいと思い
ます。

（１）老健施設内で入所感染者の待機を指示される可能性がある
　大阪府では医療体制が逼迫しているので老健施設内で入所者の感染判明後も老健施設で待機するように保
健所から指示されるケースが起きています。というのは、昨年６月の事務連絡で厚労省が、【高齢者施設で
入所者が感染した場合には重症化リスクが高いため原則入院させる。ただし、老健については地域の感染状
況や病床の状況によっては入院調整までの一時的な期間、都道府県の指示で入所継続させる場合がありえ
る。老健は介護保険施設であるが、医師や看護師が常駐する施設であるから・・】が理由である。
大阪府の老健関係者は、『老健には医師がいても感染症の専門ではなく、夜間や休日はいない。看護師も少
なく、新型コロナ患者を診れるような体制ではない。専門の医療機関にいち早く入院できることをお願いし
たい・・・』、『クラスター対策に神経をすり減らす中、重い負担を強いられている・・』と窮状を訴えてお
り、大阪府老健協会が吉村洋文知事あてに速やかな入院措置をとるような要望書を提出するまでに至ってい
ます。それに対して府の担当者は、『入院できるように努力し続けるが、人数によっては全員を入院させる
ことが難しいことがある。優先度が高い人から順次入院を勧めることが基本の方針である』と回答していま
す。
　ここ広島市内においても感染者が急増しているので、医療体制の逼迫時には入院あるいはホテル宿泊など
の調整ができるまでの間は、PCR検査陽性入所者は老健施設内で待機する指示が出る可能性があると口頭で
言われました。
　さて、PCR検査陽性者の入院などの調整ができるまでの期間は老健施設内で待機するように指示される
と、どのようなことになるのでしょうか。PCR検査陽性者が入所しているところとPCR検査陰性入所者が居
住している部門の区分け（ゾーニング）を行います。ゾーニングによって両部門間でスタッフや入所者など
が交差しないような環境整備を行います。また、突然に大量の感染防護服、フェイスガード、N − 95マス
クなどが必要となってきます。老健は病院・診療所と共に三つの医療機関の中の一つではありますが、他の
医療機関のように十分な医療スタッフが配備されておらず、スタッフの多くは介護職です。そこで、感染予
防対策に不慣れな介護スタッフだけでなく看護職などに対しても感染拡大予防策の研修開始など、想像する
だけでも大変な作業が入ってきます。このようにPCR検査陽性者を直ちに入院やホテル療養ではなくて、入
院調整されるまで老健施設内で待機してもらう可能性があるので、今から気持ちと行動面でのご準備をお願
いします。
　ここ広島県呉市安浦にある老健で令和２年９月に職員と入所者合わせて31名のクラスター発生がありまし

ಛ集ʢ̍ʣϦεΫϚωδϝϯτʢ৽ܕίϩφΟϧεのରԠʣ
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広島県老人保健施設協議会　会長　畑野　栄治
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たが、幸いに重症者がなくほとんどが無症状あるいは軽症であったので幸いでした。しかし、　今日でも私
たちの老健に発症者が突然に出る可能性はいつでもありますので、ウイスルを施設内に持ち込まないような
行動・対策が求められます。

（２）集団感染発生時の応援職員派遣体制
　入所者は集団で日常生活をおくっているので、一人でも発症者が出ると容易にクラスターが発生します。
発生施設の入所者はPCR検査がたとえ陰性であっても、不顕性感染などのおそれがあるので、他の施設への
入所をお願いできないし、お願いしても受け入れてもらえないと思います。
　自然災害や要介護高齢者での応援と異なり、このたびのコロナ禍ではボランティア活動の希望者があって
も感染者拡大につながるのでクラスター発生の事業所や施設の応援ができていない状況があります。他法人
から応援を求めることはほとんど不可能であるので、医療・介護のマンパワー不足やそれに伴う未感染のス
タッフの激務を察するに余りあるところです。
　そこで、県の主導で当老健協議会の他に県老人福祉施設連盟や県身体障害者施設協議会などの福祉施設各
団体が協力して応援職員を登録しておいて派遣する支援体制が構築されました。皆様方の老健内でクラスタ
ーが発生したときにはまず自助の精神でもって、発生施設にグループ内で感染者のいない別事業所の職員に
入っていただきます。その結果、グループ事業所の人材が手博になって運営が困難になった時には、このシ
ステムの中であらかじめ当協議会に応援職員として登録されている応援職員を派遣してカバーします。した
がって、応援職員が感染危険地区に入るわけではありません。このシステム構築によって、クラスターが発
生しても他法人から派遣されてくる応援職員を確保できるのでとても安心できるようになりました。全国で
病院や施設でのクラスターが多発していますが、感染拡大の局面に入ってしまえばいくらブレーキを踏んで
も限られた効果となっています。しかし、応援職員の派遣を受け入れて人材不足を解消しそして早期に封じ
込めると圧倒的に素早く解決できています。したがって、このシステムは私たち会員の施設でクラスターが
発生していざ鎌倉というときに、大いに期待を持てると同時に安心できます。
　現在のところ当協議会や県老人福祉施設連盟や県身体障害者施設協議会などを含めて141施設が応援職員
派遣協力を申し出ています。しかし、県老健協だけに限るとまだ21施設から50名の派遣職員しか登録されて
いません。貴施設からの応援職員をまだ登録されていない老健におかれましては、ぜひともご協力をいただ
きたく思います。いざというときに対応できるお互いに支え合う体制があって初めて、私たちは安心して施
設の役割を継続できるのではないでしょうか。
　なお、応援職員の派遣に要する費用について予算の範囲内
で県から支援が行われます。この支援費の中には、人件費、
旅費、宿泊費、危険手当などが含まれています。詳細は県と
当協議会の間でまとまった【感染症発生時における職員の派
遣に関する覚書】をご参照ください。

まとめ
　厚労省は、令和３年１月６日時点でコロナウイルス感染拡
大関連の解雇や雇止めが８万人に達したとの発表していまし
た。失業者が急増しているこの時期でも、どこの老健におい
ても介護スタッフの人材確保が喫緊の課題となっています。新型コロナの患者を受け入れている医療機関で
は、看護師の離職率が21.3％、そして感染リスクなどを理由とした看護師の離職が「あった」と回答したの
が15.4％あったと報告されています。この度のコロナウイルス感染は、介護現場も感染するリスクが極めて
高い職場であることを示したので今後さらに、離職者の増加だけでなく入職者の減少が加速されます。老健
を運営する私たちにとってはとても胸が痛くなる出来事であります。
　このような状況下で、クラスター発生時のように突然の介護サービス提供不足に備えて、県が主導してで
きた緊急時の応援職員派遣体制は、私どもの内なるオーブンに少しばかり灯がついた感じになり、会員の安
心感につながります。そこで、少しでも多くの会員がこの互助のシステム構築の強固な一員になっていただ
けますように改めて強くお願いをいたします。

ಛ集ʢ̍ʣϦεΫϚωδϝϯτʢ৽ܕίϩφΟϧεのରԠʣ
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　ワクチンが開発されてこの日本でも接種が始まりました。コロナ禍が終息して、会員みなが笑顔で、蜜を
気にすることがなく談笑できる日が来ることを願っています。

感染症発生時における職員の派遣に関する覚書
（趣旨）
第１条　この覚書は、広島県（以下「県」という。）並びに当該事業に協力する種別団体（以下「協力団体」

という。）が相互協力し、広島県内の介護老人保健施設等において感染症が発生した場合に、当該施設（以
下「感染症発生施設という。」）又は同一法人等が経営する関連施設（以下「関連施設」という。）に職員
を派遣することに関し、必要な事項を定めるものとする。

（定義）
第２条　この覚書において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。
　（１）　感染症
　　　　新型コロナウイルス（COVID − 19）
　（２）　県内施設
　　　ア　本事業に参加する協力団体に所属する広島県内に開設された介護老人保健施設等をいう。
　　　イ　アに掲げるもののほか、県が職員の派遣を必要と認める介護老人保健施設等をいう。
　（３）　登録施設
　　　　次条第３項の規定により候補者名簿に登録された者が勤務する施設をいう。

（候補者名簿）
第３条　協力団体は、県内施設で感染症が発生した場合に備えて、感染発生施設又は関連施設に職員を派遣

するため、派遣する職員の候補者を登録した名簿（以下「候補者名簿」という。）を作成するものとする。
２　応援職員の派遣に協力できる県内施設の開設者は、協力団体に派遣する職員の候補者の氏名その他必要

な事項を記載した応援職員協力者名簿を提出する。
３　協力団体は、前項の規定による名簿の提出があった場合において、その内容が真正であると認められる

ときは、当該候補者を候補者名簿に登録する。

（派遣の依頼）
第４条　感染症発生施設の開設者は、感染症患者の発生に伴い、介護等を行う職員が不足すると見込まれる

ときは、関連施設の職員の配置換え等の措置を講じ、職員の不足に対応するものとする。
２　感染症発生施設の開設者は、前項に規定する措置を講じても（関連施設がない場合も含む。）、なお職員

が不足すると認めるときは、所在する市町を通じて、県に職員の派遣を要請することができる。

（調整の依頼）
第５条　県は、前条第２項の規定による派遣の要請を受けたときは、派遣する職員について登録施設の開設

者と調整のうえ選定するよう、協力団体に依頼するものとする。

（応援職員の選定）
第６条　協力団体は、前条の規定による依頼を受けたときは、候補者名簿に登録された者の中から、登録施

設の開設者と調整のうえ、派遣する職員を選定するものとする。
２　協力団体は、前条の規定により派遣する職員を選定したときは、その旨を県に報告するものとする。

（派遣の決定）
第７条　県は、前条の規定による報告を受けたときは、職員の派遣を決定し、派遣を承諾した施設（以下「派

ಛ集ʢ̍ʣϦεΫϚωδϝϯτʢ৽ܕίϩφΟϧεのରԠʣ
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遣元」という。）及び職員の派遣を要請した施設（以下「派遣先」という。）に対し、派遣の手続き等につ
いて支援するものとする。

（派遣協定の締結）
第８条　派遣元と派遣先は、応援職員の派遣に関する協定書（文例）を参考に派遣協定を締結するものとす

る。

（職員の派遣）
第９条　派遣元は、前条に規定する協定に従い、派遣先に職員を派遣するものとする。

（派遣前後の検査）
第10条　協力団体は、派遣する職員に対し、派遣前後に感染症への感染の有無を検査するものとする。

（県の支援）
第11条　県は、感染症発生施設の入所者の安全・安心を確保するとともに、当該施設において必要なサービ

スが継続できるよう、市町村等の関係機関と連携しつつ、感染症対策に関する研修や衛生用品等の提供等
の必要な支援を行う。

２　県は、国の支援制度を積極的に活用するなど、応援職員の派遣に要する費用について予算の範囲内で支
援を行う。

３　協力団体は、県が行う同条第一項の支援について、必要な協力を行う。

（定めのない事項等）
第12条　この覚書に定めのない事項又はこの覚書について疑義を生じた事項については、県並びに協力団体

は、誠意を持って協議するものとする。

　この覚書の締結を証するため、本書２通を作成し、県、協力団体が記名押印の上、各自１通を保有するも
のとする。

令和２年12月

広島県
知事　　湯　崎　　英　彦

広島県老人保健施設協議会
会長　　畑　野　　栄　治

ಛ集ʢ̍ʣϦεΫϚωδϝϯτʢ৽ܕίϩφΟϧεのରԠʣ
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新型コロナウイルス感染症
　従来から存在するコロナウイルスは日常的に人に感染し風邪症状を引き起こすウイルスです。巷で言う風
邪の10 − 15％はコロナイウルスが原因と言われています［１］。新型コロナウイルスは従来のコロナウイル
スと異なり、重篤な肺炎を起こすことがあることや、クラスターと言われる集団感染を起こすことなどから
医療・介護の現場においてはその感染対策に追われることとなりました。
新型コロナウイルス感染症＝風邪
　日本人における新型コロナウイルス感染症の症状は発熱（53.1%）、咳（53.8%）、倦怠感（40.8%）、呼吸苦

（25.1%）があります。下痢（12.2%）、味覚障害（17.1％）、嗅覚障害（15.1％）など呼吸器症状以外も認める
ことがあります。ほとんどの感染者の症状は普通の風邪です。症状のみで新型コロナウイルス感染症とほか
の風邪とを区別して診断することは困難です［２］。
８割は軽症で治る、２割は１週間後に肺炎になる
　新型コロナウイルスに感染した場合、80％は無症状から軽症で経過し１週間程度で治癒します。20％は風
邪症状が治らず、発症から７− 10日後に肺炎症状が悪化します。５％が重症化します（図１）。重症化のリ
スク因子には、65歳以上、高血圧、糖尿病などがあり、高齢者施設に入所される利用者のほぼすべての方々
は重症化のリスクを持っています。したがって、施設内感染対策は厳格に行われなければなりません。
無症状でも感染源となる
　無症状の新型コロナウイルス感染者にも感染力があります。前記した症状を発症する２日目から感染力が
あり、気がつかないうちに感染が広まってしまう原因と考えられます。実際にどういう経路で感染したかを
調べた報告では、発症前の患者から45％、無症状患者から５％、発症した患者から40％、環境（ドアノブ、
スイッチなどの表面汚染）から10％が感染経路として報告されています［３］。この報告を参考にすると、
発熱、咳嗽などがある発症した患者を見つけて隔離することと環境の消毒を行うことで50％の感染経路を防
ぐことができます。一方で、残り50％の感染経路である発症前の患者と無症状患者からの経路が問題となり
ます。どんなに職員や利用者の検温などの健康チェックを徹底しても無症状感染者や発症前の感染者を見つ
けることはできないことがこのウイルスの感染拡大を防ぐこと非常に困難しています。
面会制限だけでは施設内は防げない

利用者とその家族との面会制限をすることは人の出入りと接触を減らすこととなり一定の効果があります。
しかし、高齢者施設の職員の出入りを制限することはできません。上記の通り感染してしまった無症状の職員
を100％見つけ出すことはできないため、施設内へのウイルスの持ち込みを完全に防ぐとこはできません。
感染を持ち込まない努力とともに感染拡大を最小限に防ぐ努力が重要
　ではどうすればいいのか？職員や利用者が感染しないように努力することは当然重要です。同時に気づか
ないうちに感染が持ち込まれる可能性があることを前提にした感染対策を徹底し、感染拡大を最小限にする
努力が重要です。
皆が常時マスク着用、３密（密接・密集・密閉）＋２を避けた生活様式
・密接を避ける
　新型コロナウイルス感染症の主な感染経路である飛沫感染を防ぐためには、皆が常時マスクを着用するこ
とが最も有効です。介護施設では要介助者が多いため難しいかもしれませんが、介助時など必要時以外は皆
がソーシャルディスタンス（できれば２メートル）を取る努力をすることが有効です。特に職員においては
日常生活においても「人の接触を減らす10の法則」など感染対策を徹底した新しい生活様式の遵守を指導し
ます（図２）。
・密集を避ける
　食事中、休憩室、更衣室、会議、利用者のレクレーションなど複数人数が狭い空間に集まることを避ける

ҩྍ্の
独立行政法人　国立病院機構　福山医療センター　呼吸器内科　森近　大介
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ことが有効です。マスクを外す可能性の高い食事中、休憩室、更衣室は特に要注意です。一回で集まる人数
を制限する、時間を分散する、通常より広い部屋を利用する、屋外で行うなどの対策が有効です。
・密閉を避ける
　換気をすることに尽きます。しかし、冬季は換気による室温低下、湿度低下が避けられません。室内であ
っても例年よりは厚着をすることなど寒さ対策も併用することになるでしょう。
・＋２を避ける
　３密の時間を短くすることと、３密での大声を出すことを避けることの２点を追加した「３密＋２」を避
けることで、さらに強力な感染対策を行うことも推奨されつつあります。
手指衛生、環境清掃
　ウイルスが手につくことで感染する接触感染を防ぐため、手を洗う、人が触れる部位（ドアノブ、手すり、
スイッチなど）を拭くことが有効です。
大人数での食事は感染拡大の最大リスク
　マスクととって会話しながらの食事（会食）は飛沫接触感染の最大のリスクです。「向かい合わず、距離
をとって座り、おしゃべりせず、短時間で食事する」、なにか寂しい感じもしますが、施設内でも、施設外
の日常生活においても徹底することが感染拡大予防に非常に有効です。
健康状態を速やかに報告、相談できる職場環境
　職員に感冒症状がある場合、速やかに正直に健康状態を申告して医療期間を受診するなどの対応がしやす
い環境づくりに努めておくことも有効です［４］ ［５］。

　感染予防効果の高いワクチンの開発が進みつつあるとの報道が聞かれるようになりました。予防内服薬の
開発も待たれます。これらが実用化されるまでは気を緩めることなく上記を粛々と続けることが我々のでき
る最大限の対策です。

引用
１．コロナウイルスとは.　国立感染症研究所ホームページ
　　https：//wwwniidgojp/niid/ja/kansennohanashi/9303 − coronavirushtml.
２．国立国際医療研究センター COVID − 19 レジストリ研究に関する中間報告について
　　https：//covid − registryncgmgojp/.
３．Ferretti L, Wymant C, Kendall M, Zhao L, Nurtay A, Abeler − Dorner L, Parker M, Bonsall D, Fraser 

Ｃ：Quantifying SARS − CoV −２ transmission suggests epidemic control with digital contact tracing. 
Science 2020.

４．高齢者施設における新型コロナウイルス感染症への対応指針.　沖縄県立中部病院感染症内科
　　2020年３月16日版
５．介護現場における感染対策の手引き（第１版）
　　厚生労働省老健局　令和２年10月

図１　新型コロナウイルス感染症（COVID − 19）
診療の手引き・第３版から引用

図２　新型コロナウイルス感染症専門家会議から、
「人との接触を８割減らす、10のポイント」　厚生労働省
ホームーページから引用https：//www.mhlw.go.jp/stf/

seisakunitsuite/bunya/0000121431_00116.html
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　令和元年12月頃から、中国　河北省武漢市で原因不明のウイルス性肺炎の発症が相次いでいたことが報道
されたのは、年が明けた１月初旬。１月14日には、世界保健機構（WHO）が、新型のコロナウイルスであ
ることを認定。その２日後の１月16日には、新型コロナウイルス感染を日本国内で初めて確認された。「日
本も感染者が爆発的に増えるのでは？」と他人事と思えなくなった時期。その頃から、新型コロナウイルス
に対するリスクマネジメントしている内容を報告いたします。

１．スタッフへメッセージ
　（１）令和２年１月31日にあすらや荘（老健・養護・

特養）施設長連名で署名文書を職員に公表し
た。

　（２）令和２年２月25日に新型コロナウイルス対応
　あすらや荘指針を職員に公表（面会制限、
出入り業者への新型コロナウイルス対策の協
力依頼など）した。

　（３）広島県内初めての陽性患者を確認した翌日の
令和２年３月７日に職員の行動指針を公表し
た。

　（４）年度初日の令和２年４月１日に職員の行動指
針を公表した。

　（５）令和２年４月７日以降、官公庁が公表される
情報を管理者が整理し、出勤日毎に公表し、
感染対策の意識を高めるよう努め、ホウレン
ソウを徹底するよう依頼した。

　（６）啓発活動のおかげで、呉市内のクラスター発
生時も、混乱することなく、スタッフからも
細やかなホウレンソウがあり、指示も速やか
に発信できた。

２．対応策
　（１）中国での爆発的な感染を受けて
　　・日本でも爆発的な感染があると直感したが、

何をどのように対応すべきか、マスメディア
の報道ではなく、国や行政が発信する情報を自ら検索、把握に努め、３月23日以降、各都道府県の感
染者数をデータで記録し、冷静に思考するための判断材料とした（他府県の往来など情報提供に備え
た）。

　（２）感染症対策（基本的には、インフルエンザ、ノロウイルスと同様の対応）
　　・次亜塩素酸水を購入し、スプレーボトル（希釈メモリを貼付）を全スタッフへ配布、職場のみならず、

自宅でも感染症対策を実践してもらった。
　　・出勤毎に全フロアの夜勤者が集まる夕礼において、感染症対策の徹底を行った。

ʮ৽ܕίϩφΠϧεʹର͢Δ
ϦεΫϚωδϝϯτʯʹ͍ͭͯ

介護老人保健施設あすらや荘　管理者　西丸　将史
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　（３）管理者として
　　・日頃から、組織マネジメントを意識した情報発信を行い、スタッフの声に傾聴する時間をフレキシブ

ルに設けるなど、組織が一枚岩となるよう努力を積み重ねた。
　　・「感染対策は徹底していたが、感染してしまったら仕方がない。」と何度も伝え、感染、濃厚接触、接

触のあった職員は、速やかに申し出るよう啓蒙活動を行った。
　　・感染、濃厚接触、接触を確認した場合、「なぜ？」よりも、拡大防止に力を注ぐよう、繰り返し、書面、

口頭でお願いした。
　　・感染者や接触者に対して誹謗中傷しないよう、書面、口頭でしっかりと伝えた。

３．課題
　（１）消毒液、マスクなど備蓄量が少なく、不足したので、一定数の確保が必要と感じた。
　（２）周辺の保育所、学校関係が全休となり、保護者であるスタッフが休むこととなった。速やかに改善

策を実施することができなかった。
４．改善・実施事項
　（１）取引業者を新規開拓した。
　（２）スタッフの子どもを預かる安全なスペースを確保した。
　（３）法人が、小学校休業等対応助成金を活用し、安心できる職場へ尽力した。

５考察
　管理者として、組織マネジメントを意識しながら、日頃からリスクマネジメントを繰り返し実践・行動す
ることが、重要であると考え、粘り強く継続しています。
　問題点となりうることは、日頃から、管理者が傾聴する、動く、意思表示をする、人材育成を念頭におい
た対応をしなければ、緊急時の意識統一は難しいと感じています。
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৽ܕίϩφΠϧεײછの
ରԠʹ͍ͭͯʢౡݝのऔʣ

広島県健康福祉局地域福祉課長　牛尾　昭彦

〇広島県の取組
　広島県では、昨年３月上旬に初めて感染者が確認されたことから、社会福祉施設における感染者の発生に
備え、４月に「新型コロナウイルス感染症に関する福祉サービス調整本部」を設置し、社会福祉施設におけ
るクラスター発生時に利用者や職員、地域におけるさらなる感染拡大を防止するとともに、利用者に対する
必要なサービスを維持するための取組を推進しています。
　まず、クラスターへの対策としては、６月に緊急時に必要となる感染防護資材を広島県老人保健施設協議
会のネットワークにより備蓄するとともに、７月には広島県老人保健施設協議会などの協力を得てクラスタ
ーが発生した施設に対する応援体制を構築し、１月には初めて介護施設へ応援職員を派遣しました。また、
昨年末には医療福祉クラスター対応班を設置し、感染症医療支援チーム、DMAT等を必要に応じて早期に
施設へ派遣し、施設内の感染を制御するとともに、施設の運営継続を支援する取組も始めています。
　次に、クラスターの予防策としては、11月から介護老人保健施設等の職員に対する定期的な抗原検査を開
始し、12月からは高齢者施設の従事者等を対象としたPCRセンターを県内５カ所に設置し、随時、検査を実
施する体制を整備したほか、２月からは有症状の入所者に対する抗原検査も実施しています。

〇おわりに
　上述の社会福祉施設等への応援体制の構築など本県の取組につきましては、多大なご協力を賜りました畑
野会長をはじめ、福祉サービス調整本部の委員、関係団体の皆様、また、応援体制にご協力いただいている
介護老人保健施設の管理者、職員の皆様に心より感謝申し上げます。
　また、入所者を感染から守るには、職員が施設内にウイルスを持ち込まないことが重要であり、各施設に
おかれましては、今しばらく職員に対し自覚ある行動を呼びかけてください。加えて、引き続き、マスクの
着用、手指衛生など基本的な感染防止対策の徹底も合わせた総合的な対策を講じていただきますようお願い
します。
　新型コロナウイルスの収束に向けて皆様と力を結集しオール広島で取り組んでいきましょう。
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　家族に事故の報告を行うのはだれにとっても気が重いものです。報告の仕方次第では後からなんとも後味
の悪い思いをすることにもなりかねません。事故が起こらないことが利用者にとってもスタッフにとっても
一番望ましいことですが、さて、事故を起こさずにリハビリや介護を提供することは可能なのでしょうか？
利用者のリハビリテーションを請け負う老健の立場としては、利用者の状態が少しでも良くなり自分ででき
ることが増えること、そして生きがいや役割をもって自分らしく暮らせるようになることを目標として掲
げ、ケアプランを基本に各専門職がさらに専門的な計画に基づいて多職種協働によりリハビリテーション・
ケアを提供する役割を前提に考えていかなければなりません。そこには利用者の生活上の安全確保も当然の
ことながら重要なファクターとして存在します。しっかりとアセスメントを行い計画段階からリスクマネジ
メント（ケアマネジメント）により対策を講じていたとしても、慢性疾患を抱える利用者の日々変化する体
調や回復途上の不安定な身体機能、判断力や認知力の低下などの様々な要因により想定外の事故が発生して
しまいます。また、リハビリテーションで機能が少し改善したことにより “自分でやろう” とチャレンジし
た結果の転倒など、利用者にとってのプラスの要因が事故につながることも少なくありません。利用者の “で
きること” を尊重して対応するがゆえに起きてしまう事故もあります。このようにスタッフは利用者がリス
クの高い存在であることを認識していることから、不可抗力によるものを除けば、施設のケアにおいて「全
く予測できなかった」といった事故が起きることはほとんどないといってもよいでしょう。だからと言って
予測できるからすべて防げるということにはなりません。限られたスタッフで高リスクの利用者へ対応して
いる現状から、またリハビリテーションを行う施設であるという立場からも利用者に「動かないで」という
わけにはいきません。私たちは常にある程度のリスクを負いながら業務を遂行せざるを得ない状況におかれ
ています。
　このような状況なのでヒヤリハット報告は日常茶飯事です。当施設は定床90床（うち認知症専門棟40床）
ですが、直近３か月のデータでは毎月約４割の利用者で１日平均3.5件のヒヤリハットと0.9件の事故報告が
記録されています。また、事故報告の３分の１、ヒヤリハットの約３分の２は転倒・転落に関係する内容で
あり、３か月間で治療のために転院を必要とした転倒・転落事故の発生は１例でした。このようなデータに
から施設の「ケアの質」をどのように判断するかは見る人の立場により異なるでしょうが、大切なのはヒヤ
リハット報告や事故報告をどのように有効活用し「ケアの質」向上への取り組みを行っているかということ
ではないでしょうか。件数を気にして単に事故を減らすための工夫は支援者側からの一方的な対応に留ま
り、利用者側にとっては生活の質の低下につながってしまうケースも見受けられます。双方にとっての安全・
安心を高め、生活の質を担保するためには報告された内容や事故前数日間の記録をデータとして処理し分析
する力を持つことがとても重要になります。経験と勘に頼る介護から情報の分析・検証により集積された科
学的なエビデンスに基づいた介護への転換が求められているところでもあるでしょう。
　さりとて、いくらエビデンスに基づいた介護が浸透したとしても不可抗力による事故は発生してしまいま
す。どのようなサービスであれ職業であっても100％の安全が保障されるということはありません。医療の
現場であれば、例えば病気の治療を行う上で手術を受ける選択肢があるとすれば「この手術の成功率は
〇〇％で…」といった説明を受けたうえで自己決定することになります。薬を使っての治療を選択したとし
ても安全に服用するための注意や副作用のリスクの説明を受けることになるでしょう。介護の現場において
も同様です。施設でケアやリハビリテーションを受ければ100％良くなるという保証はありません。手術が
リスクを伴うように機能・能力向上のための訓練やケアにおいてもリスクを伴います。また、服用方法を守
らずに薬を誤って服用すればかえって症状を悪化させてしまうこともあるように、生活上の注意事項を守ら
ずに行動してしまうことで事故を起こしてしまう場合もあります。異なる部分は、医療の現場であればデー
タをもとにしたリスクの説明が行われているので説明を受ける側が事前に危険度を認識しやすいのですが、
介護の現場ではリスクの説明を行ったとしても根拠に乏しく、その危険度を認識しにくい状況にあるという

ʮނࣄʯͱʮϦεΫϚωδϝϯτʯ
老人保健施設かなえ　小山　峰志
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ところではないでしょうか。
　老健では機能・能力の維持向上を目的にリスクを伴う中でリハビリテーションやケアを提供しています。
データによる納得できる説明が行われなければ、事前のリスク説明が利用する側にとっては事故発生時の言
い訳のようにしか聞こえていないのかもしれません。事故発生後に信頼関係を築くのは困難を伴います。そ
のように認識したうえで利用者やご家族への説明責任を果たすとともに信頼関係の構築に努めることが最も
大切です。
　入所時やケアプランの説明では、起こりうるリスクを伝えるだけではなく、あくまでも施設利用の目標を
共有の上で、なぜ生ずるリスクなのかを丁寧に話し合うことが求められます。転倒し怪我をするよりも怪我
をしないほうを望み、安静にしてほしいと願う家族の気持ちにどう向き合うのかも重要なポイントです。生
活の質の向上を目指してケアを行う施設の役割を伝えることも大切ですが、利用者やご家族の意見をしっか
り傾聴することが最も大切なことです。結論を急がず、ご家族の気持ちに寄り添いながらカンファレンスと
定期的な情報共有を続けることが何よりの解決策となるでしょう。
　最後に、医療現場での事故が患者の生死に直結するというイメージは強いですが、転倒・転落、誤薬、誤
嚥・窒息など、介護現場での事故も同様に生命、寿命、その後の生活の質に大きく影響します。スタッフは
常にそのことを意識して日々のケアにあたっていること、そのうえで私たちが提供するのは利用者が “良く
なる” ケアであり、利用者ならびにご家族の生活の質の向上を目指していることをしっかりと伝えるように
しましょう。
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　日本遺産、福山市鞆の浦の沼南医院を母体とする当事業所は、「利用者の満足を第一とする」を理念とし
ています。
　当施設は、定員50名、平均利用者数32名の通所リハビリ施設です。
　食事、入浴、機能訓練などの他、希望者を対象にカラオケ、書道、脳トレプリントといったサービスを提
供しています。
　以前より、入浴、リハビリ以外は「することがない」と、自席でじっと過ごしている方への対応が課題で
した。本来、お一人お一人の生活歴や言動などから、「利用者の満足を第一とする」ケアを導くのが私たち
介護に携わる者の仕事です。個別ケアとして、畑作り、木材を使った作品作りに挑戦しました。その時は、
利用者も喜ばれましたが、一部の方のみで、大半の方の「することがない」には対応できていませんでした。
そこで画像による体操を試してみたところ、利用者の反応が良く、現在当事業所のプログラムに導入し、実
施していることをお伝えします。
　現在の一日の流れは、送迎→バイタルチェック→入浴→リハビリ→ごぼう体操→百歳体操→嚥下体操→昼
食→体操・レクリエーション→おやつ→送迎となっています。
　百歳体操とは、福山市の地域のサロンで実施されている簡単な画像体操です。
サロンに参加している利用者の声から、まずこちらを始めてみました。
この体操は座ってする体操が多く、体の動きを大きく映し、BGM・号令と共に行うものです。初めは職員
が声をかけていましたが、現在では音楽が聞こえると「百歳体操に行こうや」と誘い合って参加されていま
す。
　百歳体操は11時から行っており、10時台からもできる体操はないか、と探している時にごぼう体操に出会
いました。
　ごぼう体操とは、ごぼう先生が、音楽に合わせて座って体操を行うものです。童謡や、懐かしい歌謡曲に
合わせた体操を、わかりやすく説明してくれ、曲や動きがバラエティに富んでいます。DVDを購入し、利
用者から「楽しい」「やってみようか」という声があがり、参加者が多くなっていきました。
　しかし、毎日続けているうちに、ごぼう体操の参加者が減っていきました。
　「飽きた」「体操がしんどい」という声があがりました。
　他の音楽付きの画像体操や、もう少し運動量が少ないごぼう体操を取り入れてみたところ、参加者がまた
増えていきました。
　現在は、定期的に体操を変えることで参加者が戻っており、利用者の反応を見て試行錯誤をしながら、画
像体操を続けています。画像体操をする上で気をつけていることは、「大きな画面で見る」「音量を大きくす
る」「決まった時間に行う」です。また、足を動かしやすいように肘置きのない椅子を使用しています。
　画像体操を取り入れる前と比較すると、現在は、体操の時間が多くなり、ホール内は音楽が鳴り、賑やか
な雰囲気になりました。
　自宅では殆どの時間をベッドで過ごす方も多い中、「デイケアにいる間は体操しようと思う」と言われる
方もおられます。

　また、午前のプログラムに画像体操を導入したことで、記録などの事務作業、新規利用者、認知症などで、
個別対応が必要な方に関わることができ、業務改善にもつながりました。

　今後YOU TUBE対応のテレビの購入も予定しております。IT化が進む今、ITだけでなく、情報共有の
ICTも取り入れていけば更なる業務改善につながり、当事業所の理念である「利用者の満足を第一とする」
に近づくのではないかと考えます。

Λͱͬͯಈ͖͍ͨʂࡀ
介護老人保健施設　サンスクエア沼南　デイケア　主任　宮崎　さくら
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ҩྍ๏人�໌ձ
老人保健施設͚͋΅の

　当施設は、昭和二十二年の益田医院開院を起源とし、その後昭和六十二年医療法人明和会と法人化し、平
成四年四月に、明和会初の介護保険施設「老人保健施設あけぼの」を開設しました。
　定員九十三名、併設事業として通所リハビリテーション９名で事業を開始し、現在、施設入所の定員は当
初と同数ですが、通所リハは定員六十名での運営を行っています。
設立以来二十八年、理念である「最良の医療・保健・福祉を提供し、地域の人々に満足して頂き、社員一同
生きがいを感じることができる職場をつくる」を目標とし日々活動しています。
　施設の役割として地域住民の方々に安心をお届けするため、最良の福祉サービスを提供することは当然の
こと、施設のもう一つの役割として、明和会グループが運営する各種事業所（小規模・グループホーム・特
養等）で働く介護従事者の教育を行う施設でもあることです。
　そのため、介護を担う職員がどの事業においても同等の介護サービスが行えるよう、教育担当をおき、業
務のなかでの実践をおこない、次代を担う職員を育てています。あわせて、EPAや外国人技能実習生の採用
等も積極的に行い、地域の医療・教育経験者の協力をいただきながら人的サービスの確保をおこなっていま
す。
　十代から七十代までと色々な世代の職員構成となっていますが、若年層を中心に、明るい現場であること
がこの施設の大きな特徴であるといえます。
　また、超強化型施設として、多職種の連携を強化し、特に、専門職を中心に在宅復帰にむけて家庭への訪
問指導と日常の生活ケアの充実を図っています。
　施設内に抱える、医師・看護師・介護士・理学療法士・作業療法士・管理栄養士・ケアマネ・相談員等と、
そして在宅関係事業所との密な連携のもと、入所前及び退所後も安定的在宅生活が継続できるよう取り組ん
でいます。
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　四季折々の行事を始め、入所者の方々との協働作業による園芸も楽しみな良き活動のひとつです。
　中庭に畑を作り、夏は西瓜にトマト、秋にはサツマイモ、そして、大根・ほうれん草等を植え、夏祭りの
西瓜割り、秋の焼き芋会、また、大根等は、食材として利用し食膳で供しています。（漬物は特に絶品です。）
　入所者の方々と一緒に創意工夫を凝らしながら、いかに楽しい施設にするか、日々頑張っています。
　新型コロナウイルス感染症をはじめ、感染症対策でこの業界も多くの困難に直面しています。
　なにげないあたり前と思われる日常生活が訪れるまで、負けずに前を向いてすすんでいきたいと思います。
　みんなで集まってわいわいがやがや、遠慮なく楽しめる日が来ることを願って、日々活動していきます。
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　　　�ࣾձࢱ๏人�ԧਔձ
　　　�介護老人保健施設�͔͕͖ԓ

【サービス内容】
　介護老人保健施設かがやき苑
　府中市上下在宅介護支援センターブランチ翁仁会
　翁仁会居宅介護支援事業所
　かがやき苑訪問リハビリテーション事業所

　法人や施設名には、地元愛があふれています。地元の「翁山（おきなやま）」と、年配の方を親しみ敬っ
て呼ぶ「翁」。他者の心中を思いやることであり、深い人間愛を基本とする「仁」で「翁仁会（おうじんかい）」。
　そして、翁山に日の光が「輝く」と重ね合わせて、「かがやき苑」。
　令和３（2021）年４月10日に、かがやき苑は開設25周年目を迎えます。
　事務室には、ワードプロセッサー１台。入所者２名に対し、職員は26名、診療報酬支払基金への請求が、
毎回１枚ずつ手書きで、こよりで編綴、老人保健法の知識もなかったことが遠い昔の懐かしい思い出です。
開設時に、既に介護福祉士として勤務経験のある職員もいましたが、半数以上が介護未経験者でした。
　現在は福祉の資格を取り、プロの集団に成長し、職員数は56名になっており、頼もしく感じます。

【BCP会議】
　不測の事態が発生しても、重要な事業を中断させない、または中断しても可能な限り短い期間で復旧させ
るための方針、体制、手順等を示した計画を施設に当てはめ、近い将来必ず来ると言われている「南海トラ
フ巨大地震」や感染症等対策シミュレーション、経理状況報告・事業計画の再確認などを行っています。

【安全衛生委員会】
　隣接する、特別養護老人ホームほのぼの苑も含め、互い
の施設の「安全パトロール」を行い、仕事をしていく上で、
危険個所や安全面・衛生的に問題がある部分をピックアッ
プし、働きやすい環境を目指し改善していく会議をしてい
ます。理事長を始め一般職との意見交換ができる、貴重な
会議で、働きやすい環境につながっています。

【防火防災サポートチームの活動】
　経験や知識を生かしてもらいたいと、施設内の防火防災訓練の実践計画、
内容をチームメンバーに任せています。主に消防団に所属している職員が主
となり、年２回の訓練内容を企画し、全職員参加の訓練を行っています。消
防団に属する職員は、10名（内、女性消防団員１名）で、防災と防火に分け
た内容で、防災士も講話を行っています。
　有事の際には、業務に支障がない限り、消防団活動についても勤務中の出
動も認め、協力しています。得意分野を任せると、個々の達成感にも繋がる
ようです。
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【行事・特色】
　ゲートボール場※ １では、過去に運動会を行っていたこともありますが、最近は「とんど」行事で使うだけ
になっています。午前中に孟宗竹を切り出し、まき縄を巻いて大きなとんどをしています。
　高さの違う花壇（畑⁉）※ ２は、車いす等の利用者が土に触れる良い場所となり、喜ばれています。

　さて、SDGsは、17の大きな目標と、それらを達成するための具体的な169のターゲットで構成されていま
す。11番目のゴールに「住み続けられるまちづくり」と言う目標があります。2030年までに、貧困層及び脆
弱な立場にある人々の保護に焦点をあてながら、水関連などの災害による死者や被災者数を大幅に削減す
る・・・とありますが、実現可能な目標ではないでしょうか。「すべての人に健康と福祉を」など「誰一人
取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会を作るために、私達ができる一番の「地域貢献」は、
事業を継続していくことだと考えます。
　町全体も、縁辺も若年層の流出が顕著で、高齢世帯の核家族化が進み、65歳以上の老人の割合も30％に迫
るどころか既に数値データを大きく超え、高齢社会先進地域となっています。このような現況に於いても、
生活困難な要支援者・要介護者も安心して利用できる、第２種社会福祉事業の老人保健施設で行っている「訪
問リハビリテーション」の更なる充実や、在宅サービスを含めた施設の強みを生かし、「福祉サービス」が
必要な方へ行き届くようにしていきます。
　人口減少や働き方改革で、世の中では人を必要としない職業も増えていますが、ロボットには変われない

「心の」付加価値サービスをつけ、勤務している職員が、ここで働き続けたいと思うように、「不易流行」の
言葉を念頭に置き、新しい挑戦を続ける施設でありたいと思います。

　介護は、日本社会を支えていると言っても過言ではありません。担い手不足が問題となり、また高齢化が
進み、2021年、70歳就業確保法案が国会を通過することを考えれば、2030年までには80歳定年に変化してい
くことが現実味を帯びてきます。元気で働けるのか課題がてんこ盛りです。
　今後は、単独施設運営ではなく、地域や市町を超えた施設と手を取り合い、施設同士がお互いに助け合う
場面が出てくることが当たり前になると思います。冒頭にも申しましたが、近い将来、必ず起こると言われ
ている巨大地震に備え、各地域に於いて災害リスクに対応した防災対策が講じられている一方で、防災対策
のあり方により、被害の軽減も左右されると思います。災害（想定）・行方不明者捜索・防火防災訓練など、
一緒に行っておくことも必要かもしれません。声を掛けるタイミングを見計らっているところです。

　25年目の春、一つの通過点として大規模な改修工事も計画しています。同じ老健施設のみなさん、手を取
り合い、ネットワークの構築（ソーシャル・キャピタル）を意識し、考えていきましょう。
是非、上下（じょうげ）の施設へお越しください。お待ちしています。

（かがやき苑 事務長：満重志津）

※１ ※２
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老人保健施設�νΣϦʔΰʔυ

8JUIίϩφʹ͓͚ΔಈըͰのݚम
はじめに
　これまでは１つの部屋に集まって研修をするのがあたり前でしたが、新型コロナウイルスの感染拡大によ
り、集まれない状況になってしまいました。
　このような状況でもレベルアップのため研修をしないわけにもいかず、コロナ禍以降は資料を各職員に配
布して確認をしてもらい、とりあえず研修をした事にしていました。このような資料配布のみでは細部まで
伝えることができず、加えて味気なく統一感も感じられませんでした。
　そのため、集まれない状況でも研修内容がより伝わるように出来ないかと考え、動画にして配信すること
にしました。どのような段階を経て動画作成をしたのかまた、作成して良かったことを簡単ですがお話させ
ていただきます。

初めての動画作成
　職員が目の前にいると想定し、カメラに向かって語り掛けるよ
うにしました。普段は職員の前で研修を行っているので難なくで
きると考えていましたが、カメラに向かって話かけるのは意外と
難しかったです。当然ですが聞き手のリアクションが無いので独
りごとを言っているような感覚にもなりました。15分の動画を３
回撮り直して何とか撮影しました。

２回目の動画作成
　ビデオカメラを用いずにパソコンのビデオ
キャプチャ機能を利用した動画作成を行いま
した。ビデオキャプチャとは画面（スクリーン）
に表示された内容をそのまま画像データとし
て取得する操作のことです。パソコン画面に
資料を映し出し、画面に向かって説明をして
いきました。講師は顔出しをしなくていいの
で気楽さはありましたが、１回目と同様に言
い間違えるたびに撮り直しをしました。
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３回目の動画作成
２回目の作成同様ビデオキャプチャで作成しその動画を編集するようにしました。これまではミスなしの一
発撮りだったので講師職員の負担が大きかったです。言い間違いや長い間（ま）があってもとりあえず一通
り撮り終えれば、あとは編集する職員に託せるので負担が減りました。その編集した動画には字幕やBGM
を加えることでより集中して内容が理解できました。

動画での研修で良かったこと

（講師の職員）
・たくさんの職員の前で話すよりは精神的な負担が少ない
・やり直しが出来る
・研修当日に機材トラブルの心配がない

（受ける職員）
・受講後も再度閲覧できるので復習ができる
・疲れていない状態で閲覧できるのでより理解しやすい
・密にならなくても学ぶことができる

まとめ
　作成した動画はユーチューブにアップロードし各職員にそのURLを共有して閲覧してもらい、その後は理
解度を確認するアンケートを実施しました。その中のコメントから動画内容がどの程度伝わっているか確認
することができ、集まって行う研修に引けを取らない効果を感じられています。また動画作成に対しての感
謝の声も聞かれました。
　私たちにとっては動画での研修、ICTを活用した会議や面会も含めて違和感と苦手意識がありましたが、
ずいぶんと無くなってきたと感じています。
　動画撮影・編集に挑戦できたことは、伝える技術の向上につながりました。もしかすると当施設からユー
チューバーが誕生するかもしれません（笑）
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ࣾձࢱ๏人ָ࣊�ࢱձ
介護老人保健施設�ϐΞ؍Ի

〈提供サービス〉
介護老人保健施設ピア観音
・老人保健施設（定員100名）
・短期入所療養介護
・通所リハビリテーション（定員30名）
居宅介護支援事業所ピア観音

〈所在地〉
広島市西区観音新町一丁目７番40号

“在宅超強化型老健” までの道のりとこれから
　ピア観音は、広島市街近郊にありながら、瀬戸内海と江波皿山を望み四季の移り変わりを感じられる環境
の中にあります。同じ建物内にある４サービスが外部関連機関やボランティアの皆さまと連携させていただ
きながら、ご利用者と住み慣れた地域、そしてご家族との繋がりが保たれ、健康で楽しさのある営みを支え
るためのサービス提供に取り組んでいます。
　介護報酬改定に照らして当施設を振り返りますと、平成24年度の介護報酬改定では老人保健施設が在宅支
援・在宅復帰機能に応じて３類型に分類されることとなりました。さらに平成30年度にはそれが５類型とな
りました。この類型の中で最も在宅支援・在宅復帰機能が高いとされるのが在宅強化型老健でありますが、
当時のピア観音にとって強化型へ移行するためには、在宅復帰支援のための体制づくりや、専門職のスキル
アップ、そして職員の意識改革が不可欠な課題となりました。ただ、職種間の垣根がなく全員で日常業務や
行事に取り組んでいた風土があったことや関係機関の皆さま、そしてご利用者とご家族のご理解、ご協力を
いただけたこともあり、平成30年９月より超強化型老健として歩んで行けるようになりました。しかしなが
ら、目指すゴールはまだ先にあり、お客様とご家族がより安心して在宅生活を継続できる支援体制を整えた
いと考えております。それに向けたステップアップとして、各専門職の代表者で構成する在宅復帰支援向上
委員会、その名も “食寝遊（くうねるあそぶ）の家の会” を設置しました。全職員へのアンケートや検討会
議により、ご利用者の入所退所の流れに沿った、各専門職の役割、具体的な支援（業務）をまとめ、職員間
で共有しながら実践する中で、個人のスキルや職種間の連携など様々な点での新たな課題が見出されていま
す。これからも、振り返りと改善を繰り返しながら、地域の老健としての役割を高めていけるよう取り組ん
でまいります。

慈楽福祉会ケア向上プロジェクト
　ご利用者の自立支援や二次障害の予防、職員の労働
災害の予防のためのケア技術やその考え方を身につ
け、ケア（専門性）の向上を図ろうと、昨年度からス
タートしたプロジェクトです。リハケアリングネット
ワークの作業療法士香川寛先生のご協力をいただきな
がら、移乗、移動、食事などのテーマごとに毎月２回
の実技研修を開催しています。将来的には、より良い
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ケアが現場に浸透していき、指導力を身につけた職員から新入職員へとそれを継承していくことができれば
と取り組んでいます。

認知症介護の取り組み「ぴあにちゅーど」
「ぴあにちゅーど」という取り組みは、フランス
で生まれたケアの技法である「ユマニチュード」
を当施設でも実践していこうというものです。「ユ
マニチュード」を用いてケアを行うことにより、
お客様の不安を解消し、笑顔で生活していただく
ことを目指しています。まずは、『相手を変える為
には自分たちから』をモットーに施設職員が「ユ
マニチュード」の考え方を学び、実践しています！

ピア観音の風景

季節の行事（敬老祝賀会）

施設内研修

ピアまつり

サークル活動
（マラソン、ソフトなど）

地域貢献（介護予防拠点）

屋上から望む皿山と園芸
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ಉ߹࿈߹ձ老人保健施設　のͧΈڠۀੜްݝౡ　⁞
〒731-0595　安芸ߴ田市٢田町٢田3767-1
5&-	0826-42-0636　'"9	0826-47-0010
˔ೖॴఆ員�60　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�30　˔会員ࢯ名�ੴݪ　ً彦
˔設ஔ主ମ名�広島県ް生ۀ協ಉ組߹連߹会
˔ซ設医療機関ɿ٢田૯߹病院　˔։設�463-09-29

 　介護老人保健施設　ཬਔԓ
市օ࣮3丁目3-28ݪࡾ　723-0052〒
5&-	0848-62-4411　'"9	0848-62-0230
˔ೖॴఆ員�160　˔ೝ症�80　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�ᬒ　ହ
˔設ஔ主ମ名�社会医療法人　ཬ仁会　˔ซ設ɿ仁生病院ɺ協 ɿྗڵ生૯߹病院ɺ
ԉセンターɾ๚問護スςーシϣンซ設　˔։設�463-09-29ࢧ

　老人保健施設　͞Μ͞Μߴཅ
〒739-1742　広島市安ࠤ北区ُ崎4-7-1
5&-	082-845-1211　'"9	082-841-1593
˔ೖॴఆ員�126　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�35　˔会員ࢯ名�田৲　༞ࢠ
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　͏すい会　˔ซ設医療機関ߴɿ ཅχϡータウン病院ɺ
ԉセンターɾ๚問護スςーシϣンซ設　˔員�理事　˔։設�463-10-18ࢧ

　ެཱΈͭ͗૯߹පӃ介護老人保健施設　Έͭ͗のԓ
〒722-0353　尾ಓ市ޚௐ町ߴ尾1348番地6
5&-	0848-76-0373　'"9	0848-76-3002
˔ೖॴఆ員�150　˔ೝ症�50　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�山ޱ　ঢ
˔設ஔ主ମ名�広島県尾ಓ市　˔ซ設ɿリϋϏリセンターɺ特ཆɺάループϗーϜɺディサーϏスセ
ンター　協ྗɿ公立Έつ͗૯߹病院（スςーシϣンซ設）　˔員�会長　˔։設�)01-03-01

　介護老人保健施設　ܙࡾԓ
市町3丁目7番1号ݪࡾ　723-0014〒
5&-	0848-63-2388　'"9	0848-63-1715
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�30　˔会員ࢯ名�দ尾　ߊथ
˔設ஔ主ମ名�医療法人　ҍ仁会　˔協ྗ医療機関ɿদ尾内科病院ɺࢧԉセン
ターซ設　˔։設�)01-05-24

　介護老人保健施設　Ώ͏Ώ͏のԂ
〒739-0024　౦広島市西町ޚԔӉ703番地
5&-	082-423-2727　'"9	082-424-3737
˔ೖॴఆ員�54　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�8　˔会員ࢯ名�大୩　ୡ
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　ೋ山会　˔फ近病院ɺࢧԉセンターɺ๚問護
スςーシϣンซ設　˔։設�)01-06-27

　老人保健施設　ϋΠτϐΞ・ΧΠηΠ
〒721-0942　福山市Ҿ野町5-9-21
5&-	084-945-1717　'"9	084-943-6929
˔ೖॴఆ員�71　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�28　˔会員ࢯ名�ଜ上　仁
˔設ஔ主ମ名�医療法人　ଜ上会　˔ซ設医療機関ɿ福山ճ生病院ɺࢧԉセン
ターซ設　˔։設�)02-05-31

　介護老人保健施設　ϐϨω
次市҄町1743-8ࡾ　728-0025〒
5&-	0824-62-8126　'"9	0824-64-7833
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�Տ野　ӳथ
˔設ஔ主ମ名�医療法人　新和会　˔ซ設医療機関ɿࡾ次病院
˔員�෭会長　˔։設�)02-06-01

　介護老人保健施設　αϯϏϨοδ
〒721-0907　福山市य़町7丁目6番27号
5&-	084-941-5111　'"9	084-941-5144
˔ೖॴఆ員�95　˔ೝ症�36　˔௨ॴఆ員�5　˔会員ࢯ名�小ྛ　๕人
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　౦ޫ会　˔ซ設施設ɿ特ཆ౦ޫ園（ࢧԉセン
ターซ設）ɺ協ྗ病院ɿ小ྛ病院　˔։設�)02-06-11

⤒　ݪΉͭΈ　老人保健施設
〒725-0012　ݪ市Լ野町650番地
5&-	0846-22-7623　'"9	0846-22-6932
˔ೖॴఆ員�87　˔ೝ症�27　˔௨ॴఆ員�0　˔会員ࢯ名�西ଜ　一彦
˔設ஔ主ମ名�医療法人　ܙએ会　˔ซ設医療機関ɿݪ病院
˔։設�)03-04-19

⤓　介護老人保健施設　ϦΧόϦʔηϯλʔষਔԓ
次市和町11800番地21ࡾ　729-6201〒
5&-	0824-66-2755　'"9	0824-66-1184
˔ೖॴఆ員�68　˔ೝ症�30　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�ࠤ　ୢஉ
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　ষ仁会　˔協ྗ病院ɿࡾ次地区医療センターɺ
公立ࡾ次中ԝ病院　˔։設�)03-04-22

⤔　介護老人保健施設　ਔのཬ
市大和町和1505番地ݪࡾ　729-1321〒
5&-	0847-34-1216　'"9	0847-34-1219
˔ೖॴఆ員�90　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�10　˔会員ࢯ名�౻߂߃　ݪ
˔設ஔ主ମ名�医療法人　ཬ仁会　˔നཾބ病院ซ設　協ྗ病院ɿڵ生૯߹病
院ɺࢧԉセンターɾ๚問護スςーシϣンซ設　˔։設�)03-07-22

⤕　老人保健施設　͚͋΅の
〒731-1515　山県܊北広島町壬生915-4
5&-	0826-72-2500　'"9	0826-72-8078
˔ೖॴఆ員�93　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�60　˔会員ࢯ名�ӹ田　ਖ਼ඒ
˔設ஔ主ମ名�医療法人　明和会　˔ซ設医療機関ɿ北広島病院ɺࢧԉセン
ターɾ๚問護スςーシϣンซ設　˔։設�)04-02-01

⤖　介護老人保健施設　Ֆのٰ
〒731-5143　広島市ࠤഢ区ࡾ6丁目265番地
5&-	082-924-1187　'"9	082-921-9111
˔ೖॴఆ員�96　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�50　˔会員ࢯ名�Ԭຊ　ོ࢚
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　๎和会　
˔ซ設医療機関ɿ西広島リϋϏリςーシϣン病院　˔։設�)04-02-19

⤗　介護老人保健施設　༸ޫόϥԓ
〒734-0055　広島市南区༸新町1-17-17
5&-	082-287-7777　'"9	082-287-7778
˔ೖॴఆ員�96　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�20　˔会員ࢯ名�দੴ　པ明
˔設ஔ主ମ名�医療法人　߃和会　˔協ྗ医療機関ɿদੴ病院
˔։設�)04-06-01

⤘　介護老人保健施設　Ϗʔϒϧय़ळԓ
〒721-0965　福山市Ԧࢠ町1丁目4番5号
5&-	084-928-5800　'"9	084-928-7550
˔ೖॴఆ員�70　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�౻井　ޭ
˔設ஔ主ମ名�医療法人　ߚ๖会　˔ซ設医療機関ɿ福山ه೦病院
˔員�理事　˔։設�)04-10-05

⤙　介護老人保健施設　αϯεΫΤΞপೆ
〒720-0832　福山市水呑町3332-1
5&-	084-956-1177　'"9	084-956-3700
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�50　˔会員ࢯ名�安ߞ　ݪ一
˔設ஔ主ମ名�医療法人　ৗ仁会　˔協ྗ医療機関ɿ沼南医院ɺࢧԉセンター
ซ設　˔員�理事　˔։設�)05-04-12

⤚　介護老人保健施設　·͍͑
〒731-5142　広島市ࠤഢ区௶井3丁目818-1
5&-	082-921-9123　'"9	082-924-4569
˔ೖॴఆ員�96　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�0　˔会員ࢯ名�中ଜ　༑ඒ
˔設ஔ主ମ名�医療法人　1*"　˔ซ設医療機関ɿナΧϜϥ病院
˔։設�)05-06-15

⤛　老人保健施設　౧ݯのڷ
市小ઘ町4258ݪࡾ　729-2361〒
5&-0848-66-3877　'"9	0848-66-3610
˔ೖॴఆ員�58　˔ೝ症�58　˔௨ॴఆ員�50　˔会員ࢯ名�୩ຊ　༤ݠ
˔設ஔ主ମ名�医療法人　仁康会　˔小ઘ病院ɺࢧԉセンターซ設　協ྗ施
設ɿຊڷ中ԝ病院　˔։設�)06-03-22

⤜　老人保健施設　͔ͳ͑
〒720-0542　福山市ۚߐ町550-1ߐ
5&-	084-935-8135　'"9	084-935-8136
˔ೖॴఆ員�90　˔ೝ症�42　˔௨ॴఆ員�35　˔会員ࢯ名�小山　峰志
˔設ஔ主ମ名�医療法人　Ӭ和会　˔ซ設医療機関ɿԼӬ病院ɺࢧԉセンターซ設
˔員�事　˔։設�)06-06-03

⤝　介護老人保健施設　͘΅
〒722-0045　尾ಓ市ٱ保2丁目24-17
5&-	0848-37-3102　'"9	0848-37-7858
˔ೖॴఆ員�22　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�10　˔会員ࢯ名�ࠀ　ُߴయ
˔設ஔ主ମ名�医療法人　थྑ会　˔ซ設医療機関ɿُߴ医院
˔։設�)06-06-27

⤞　老人保健施設　ͻ͏ͳ
〒734-0031　広島市南区Ӊಹ町30-1
5&-	082-256-1001　'"9	082-256-1008
˔ೖॴఆ員�140　˔ೝ症�15　˔௨ॴఆ員�30　˔会員ࢯ名�酒井　亮介
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　ࣰࡾ会　˔ซ設施設ɿ特ཆͻ͏な荘ɺ協ྗ病院ɿ
生会広島病院　˔։設�)05-11-10ࡁ

⤟　介護老人保健施設　γϧόʔέΞ　Ϥγϋϥ
〒722-0062　尾ಓ市౦町8883-5
5&-	0848-44-4800　'"9	0848-44-8401
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�30　˔௨ॴఆ員�50　˔会員ࢯ名�࢘ٱ　ݪ٢
˔設ஔ主ମ名�医療法人　ݪ٢ң科֎科
˔ซ設医療機関ɿݪ٢ң科֎科　˔։設�)07-06-09

⤠　老人保健施設　ίεϞεԂ
市ম山北3-171-4ޖ　737-0911〒
5&-	0823-34-4000　'"9	0823-34-4003
˔ೖॴఆ員�100　˔ೝ症�29　˔௨ॴఆ員�45　˔会員ࢯ名�登　ಓ
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　ന寿会　˔特ཆコスϞス園ɺࢧԉセンターซ設
／協ྗ病院ɿޖ市医ࢣ会病院　˔։設�)07-07-01

⤡　介護老人保健施設　ͻ·ΘΓ
〒738-0034　市市宮内Ӊݪࠤ田4211-4
5&-	0829-38-3111　'"9	0829-38-3118
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�45　˔会員ࢯ名�ࠜؠ　治
˔設ஔ主ମ名�医療法人　Έや͏ち　˔市野ଜ病院ɺࢧԉセンターɺスςー
シϣンซ設　協ྗ機関ɿް生連広島૯߹病院ɺลࣃ科　˔։設�)07-09-01

⤢　介護老人保健施設　φʔγϯάϗʔϜࠫཏ
次市山家町605番地の24ࡾ　728-0001〒
5&-	0824-62-8800　'"9	0824-62-7600
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�30　˔௨ॴఆ員�30　˔会員ࢯ名�Ḻ井　ल明
˔設ஔ主ମ名�医療法人　ඍ෩会　˔特ཆルンϏχ園ซ設（ࢧԉセンターɾケアϋウ
スซ設）ɺ協ྗ病院ɿϏϋーϥ花のཬ病院ɺ公立ࡾ次中ԝ病院 ˔։設�)07-08-31

ʣࡏݱձձһ໊Ұཡ　　　　　　　　　　　ʢ3̎�12��1ٞڠ老人保健施設ݝౡ　
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⤣　介護老人保健施設　Ώ͏Ώ
〒739-0651　大市ۢ5丁目2番2号
5&-	0827-57-8377　'"9	0827-57-8605
˔ೖॴఆ員�96　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�ੴ井　行
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　仁会
˔ซ設医療機関ɿメープルώル病院　˔։設�)07-09-11

⤤　介護老人保健施設　ΏΊのై
〒720-0013　福山市ઍ田町大ࣈઍ田ࣈଂԦ1-2591ݪ
5&-	084-955-0080　'"9	084-955-8722
˔ೖॴఆ員�90　˔ೝ症�17　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�丸ੴ　ਖ਼治
˔設ஔ主ମ名�医療法人　健応会　˔協ྗ病院ɿ医療法人ࣈेߚ会૯߹病院ࡾ
Ѫɺࢧԉセンターซ設　˔։設�)07-12-12

⤥　介護老人保健施設　ΈΏ͖
〒725-0231　๛田܊大崎上島町౦野2701番地
5&-	0846-65-3980　'"9	0846-65-3972
˔ೖॴఆ員�70　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�大和田　लึ
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　ͻが͠の会　˔ࢧԉセンターɺスςーシϣンซ設　
協ྗɿときや内科病院ɺ県立安芸病院ɺ山ຊࣃ科　˔։設�)08-04-01

⤦　介護老人保健施設　ޒָࢢԓ
〒731-5152　広島市ࠤഢ区ޒ市町ԼՏ内188-6
5&-	082-927-2511　'"9	082-927-2225
˔ೖॴఆ員�100　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�50　˔会員ࢯ名�ᣕՙ　ߒ志
˔設ஔ主ମ名�医療法人　和ಉ会　˔ซ設医療機関ɿ広島άリーンώル病院ɺ
ԉセンターซ設　˔։設�)08-04-01ࢧ

⤧　老人保健施設　͔͕͖ԓ
〒729-3421　府中市上Լ町ਂ488-1ߐ
5&-	0847-62-4313　'"9	0847-62-4817
˔ೖॴఆ員�65　˔ೝ症�15　˔௨ॴఆ員�19　˔会員ࢯ名�小　治
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　翁仁会　˔ࢧԉセンターซ設༧ఆɺ協ྗ医療機
関ɿ府中市立府中北市ຽ病院ɺ府中市立౬がٰ病院　˔։設�)08-04-9

⤨　介護老人保健施設　ϕϧϩʔθ
〒731-0154　広島市安ࠤ南区上安6丁目31番1号
5&-	082-830-3333　'"9	082-830-3380
˔ೖॴఆ員�90　˔ೝ症�40　˔௨ॴఆ員�125　˔会員ࢯ名�Ӭޗݑ　ݟ
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　*(-ֶ園福祉会
˔ケアϋウス߹ஙɺ協ྗ病院ɿ広島ڞ立病院　˔։設�)08-04-19

⤩　老人保健施設　ͻ͑͜
〒731-3501　山県܊安芸ଠ田町大ࣈՃ1-683ܭ
5&-	0826-25-0123　'"9	0826-25-0124
˔ೖॴఆ員�60　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�20　˔会員ࢯ名�མ߹　༸
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　や·を会　˔協ྗ医療機関ɿ安芸ଠ田病院　関
連病院ɿམ߹ܗ֎科内科　˔։設�)08-05-02

⤪　介護老人保健施設　Ѫੜԓ
〒727-0022　ঙݪ市上ݪ町1810-1
5&-	0824-72-8686　'"9	0824-72-8685
˔ೖॴఆ員�70　˔ೝ症�15　˔௨ॴఆ員�50　˔会員ࢯ名�ށ୩　ೋ
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　仁会　˔協ྗ医療機関ɿঙݪेࣈ病院ɺށ
୩医院　˔員�事　˔։設�)08-05-08

⤫　老人保健施設　Ώ͔͞
〒725-0002　ݪ市西野町ຘϲ௶184
5&-	0846-29-2190　'"9	0846-29-2510
˔ೖॴఆ員�88　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�山Լ　༝ࢠت
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　仁寿会
˔連བྷઌɿ山Լ්࢈人科内科医院　˔։設�)08-6-13

⤬　老人保健施設　Γ・͘ʹ͘͞
〒731-4231　広島市安芸区Ѩށ町485-1
5&-	082-856-0600　'"9	082-856-0633
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�ԣ山　٢
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　あと会
˔ซ設機関ɿ特ཆくにくさ苑ɺ療ॴ߹ங（ผ法人）　˔։設�)08-07-01

⤭　介護老人保健施設　͋͢ͳΖ
南1丁目24番地12号ߐ田島町ߐ田島市ߐ　737-2132〒
5&-	0823-42-1122　'"9	0823-42-1766
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�40　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�੨　തඒ
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　仁෩会　˔協ྗ医療機関ɿ੨病院
˔։設�)08-08-01

⤮　老人保健施設　णԂ
市広町നੴ໔田13012ޖ　737-0115〒
5&-	0823-71-7171　'"9	0823-72-3400
˔ೖॴఆ員�70　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�30　˔会員ࢯ名�新田　लथ
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　寿会　˔ซ設機関ɿ特ཆ寿苑ɾケアϋウス
寿園ɺ協ྗ病院ɿ中国࿑ࡂ病院　˔։設�)08-10-10

⤯　介護老人保健施設　رのԂ
〒731-0101　広島市安ࠤ南区ീ5丁目16-2
5&-	082-873-5881　'"9	082-873-5887
˔ೖॴఆ員�87　˔ೝ症�42　˔௨ॴఆ員�25　˔会員ࢯ名�ජ山　ढ़
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　ܙѪ会　˔関連病院ɿ安ࠤ病院ɺ協ྗ医療機関ɿ
広島ڞ立病院　˔։設�)08-11-11

⤰　介護老人保健施設　άϦʔϯϋεتԓ
〒720-0077　福山市南ຊঙ3丁目8-17
5&-	084-920-8111　'"9	084-920-8178
˔ೖॴఆ員�90　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�田ޱ　੩ߐ
˔設ஔ主ମ名�社会医療法人社団　仁会　˔ซ設ɿࣉԬܗ֎科病院ɺ協 ɿྗ
国立福山病院ɺࢧԉセンターซ設　˔։設�)08-11-18

⤱　介護老人保健施設　͵·͘·
〒720-0402　福山市沼۾町大ࣈ中山南469-3
5&-	084-988-1165　'"9	084-988-1238
˔ೖॴఆ員�60　˔ೝ症�28　˔௨ॴఆ員�65　˔会員ࢯ名�ᐻ୩　ࢠ١
˔設ஔ主ମ名�社会医療法人社団　沼南会　˔ซ設医療機関ɿ沼۾病院ɺ協ྗ
デンタルクリχックɺ関連ɿৗੴ医院　˔։設�)08-12-01ࠇ科ɿࣃ

⤲　介護老人保健施設　γΣελ
〒738-0054　市市Ѩ4丁目51-1
5&-	0829-36-2080　'"9	0829-36-2259
˔ೖॴఆ員�100　˔ೝ症�40　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�ං　ઇ彦
˔設ஔ主ମ名�医療法人　あかͶ会　˔ซ設医療機関ɿѨ୩病院ɺ協ྗ医
療機関ɿ୩病院ɺとͩࣃ科医院　˔։設�)09-03-31

⤳　老人保健施設　ύφέΠΞ
市広നੴ4丁目7-22ޖ　737-0143〒
5&-	0823-70-0556　'"9	0823-70-0557
˔ೖॴఆ員�100　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�ੴ井　ೋ
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　和߃会　˔ซ設医療機関ɿ;た病院　協ྗ医
療機関ɿ中国࿑ࡂ病院　˔։設�)09-04-01

⤴　介護老人保健施設　͋͢Β
町2380ݪڷ市ޖ　737-0161〒
5&-	　0823-77-0949　'"9	0823-77-1207
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�40　˔௨ॴఆ員�10　˔会員ࢯ名�酒井　亮介
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　ࣰࡾ会　˔ซ設施設ɿ特ཆϗーϜあすらや荘ɺ
協ྗ医療機関ɿ中国࿑ࡂ病院ɺかと͏ࣃ科クリχック　˔։設�)09-04-01

⤵　老人保健施設　ͤの͕Θ
〒739-0321　広島市安芸区中野6丁目8-2
5&-	082-820-2100　'"9	082-820-2101
˔ೖॴఆ員�84　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�畑野　栄治
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　長寿会　˔たのリϋϏリܗ֎科医院ซ設　
協ྗ病院ɿマπμ病院ɺ野ന病院　๚問護スςーシϣン野ɺࡏ介
護࣮शීٴセンター長寿会ซ設　協ྗࣃ科ɿѨ෦ࣃ科医院
˔員�෭会長　˔։設�)09-04-07

⤶　介護老人保健施設　͢Β͗のՈ
〒722-0042　尾ಓ市ٱ保町1718
5&-	0848-20-7150　'"9	0848-20-7152
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�30　˔௨ॴఆ員�30　˔会員ࢯ名�ҏ౻　উཅ
˔設ஔ主ମ名�（一社）尾ಓ市医ࢣ会　˔尾ಓ市ٱ保町福祉ଜ内ɺࢧԉセンターɾ
๚問護スςーシϣンซ設　協ྗ病院ɿ尾ಓ市ຽ病院　˔։設�)09-04-30

⤷　介護老人保健施設　;͊ΈΓ͍
〒720-2104　福山市神ล町ಓ上中ϊ町2977-1
5&-	084-960-0300　'"9	084-960-0301
˔ೖॴఆ員�70　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�60　˔会員ࢯ名�ੴ田　ߒ
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　ཅ会　˔協ྗ医療機関ɿُ病院ɺࡏ介護
ԉセンターϥイϑケア神ล　˔։設�)09-05-01ࢧ

⤸　介護老人保健施設　Ϗʔϒϧਆੴࡾ
〒720-1522　神ੴ܊神ੴݪߴ町小ി1500-1
5&-	08478-9-3030　'"9	08478-9-3031
˔ೖॴఆ員�83　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�30　˔会員ࢯ名�౻井　ޭ
˔設ஔ主ମ名�医療法人　ߚ๖会　˔協ྗ医療機関ɿ神ੴݪߴ町立病院ɺ関連ɿ
福山ه೦病院　˔։設�)09-05-01

⤹　介護老人保健施設　۽Ώ͏͍͋ϗʔϜ
〒731-4221　安芸۽܊野町ग़དྷఉ3丁目4-67
5&-	082-820-5131　'"9	082-820-5133
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�80　˔会員ࢯ名�ੴ田　
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　ݹ医院　˔協ྗ医療機関ɿ社会福祉法人Ը
生会広島病院　˔։設�)09-09-25ࡁ団ࡒ

⤺　老人保健施設　͠Μ͍͋
〒731-3164　広島市安ࠤ南区౦7-9-3
5&-	082-848-8888　'"9	082-848-8885
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�40　˔௨ॴఆ員�85　˔会員ࢯ名�ൺ野　一
˔設ஔ主ମ名�医療法人　৴Ѫ会　
˔ൺ野病院　๚問護スςーシϣンซ設　˔։設�)09-11-28

⤻　老人保健施設　͖͋·ΖԂ
〒739-2403　౦広島市安芸町෩ૣ497-41
5&-	0846-45-6100　'"9	0846-45-6101
˔ೖॴఆ員�50　˔ೝ症�26　˔௨ॴఆ員�60　˔会員ࢯ名�登　ಓ
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　ന寿会　˔特ผཆ護老人ϗーϜあき·Ζ園
˔։設�)09-12-02
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⤼　介護老人保健施設　εΧΠόʔυ
〒732-0036　広島市౦区福田町3198
5&-	082-899-7778　'"9	082-899-7770
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�֟田　༐
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　広島ৗޫ福祉会
˔特ผཆ護老人ϗーϜ;くͩのཬ　˔։設�)10-01-30

⤽　介護老人保健施設　ͱ·
〒731-3272　広島市安ࠤ南区沼田町٢山980-1
5&-	082-839-3939　'"9	082-839-3940
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�40　˔௨ॴఆ員�39　˔会員ࢯ名�島　和史
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　Ѫ会　˔協ྗ医療機関ɿ広島ڞ立病院
˔։設�)10-03-05

⤾　老人保健施設　ౡָԓ
〒733-0851　広島市西区田ํ2丁目16-45
5&-	082-274-1311　'"9	082-274-1322
˔ೖॴఆ員�130　˔ೝ症�30　˔௨ॴఆ員�80　˔会員ࢯ名�෦　
˔設ஔ主ମ名�医療法人　和ಉ会　˔ซ設ɿ広島ύークώル病院
˔։設�)10-03-27

⤿　老人保健施設　νΣϦʔΰʔυ
〒735-0014　安芸܊府中町༄ϲٰ20-18
5&-	082-508-0223　'"9	082-282-2319
˔ೖॴఆ員�72　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�30　˔会員ࢯ名�ੴ田　࢘ߊ
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　'*(福祉会　˔特ผཆ護老人ϗーϜチェリーゴードซ設ɺ
ケアϋウスチェリーゴードɺཆ護老人ϗーϜチェリーゴード　˔։設�)10-04-01

⥀　老人保健施設　δϣΠτϐΞ͠Μ͍ͪ
〒729-3105　福山市新市町Լ安井3510
5&-	0847-51-2226　'"9	0847-51-2216
˔ೖॴఆ員�65　˔ೝ症�15　˔௨ॴఆ員�50　˔会員ࢯ名�ࣉԬ　嘭
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　新市福祉会　˔特ཆϗーϜɿジϣイトピアおお
さซ設ɺ協ྗɿࣉԬه೦病院　˔։設�)10-08-01

⥁　老人保健施設　ฏのཬ
〒730-0812　広島市中区Ճݹ町6-1
5&-	082-248-8828　'"9	082-248-8803
˔ೖॴఆ員�95　˔ೝ症�15　˔௨ॴఆ員�20　˔会員ࢯ名�ྛ　߳ࢠ
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　౧ཥ会
˔ฏ和療ॴซ設ɺ協ྗ医療機関ɿྛ病院　˔։設�)10-10-01

⥂　介護老人保健施設　·ͳ
〒731-4311　安芸ࡔ܊町ࣈ北新地2丁目3-10
5&-	082-820-1877　'"9	082-820-1878
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�50　˔会員ࢯ名�山田　উ࢜
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　Ըࡒࣀ団ࡁ生会ࢧ෦広島県ࡁ生会
生会広島病院ɺ特ཆϗーϜ「たかͶ荘」　˔։設�)11-04-01ࡁ˔

ձ介護老人保健施設　͋͗͞Γࢣ۠ҩ࣍ࡾ　⥃
次市҄町༄ഭ1649-1ࡾ　728-0025〒
5&-	0824-62-6611　'"9	0824-62-6617
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�50　˔会員ࢯ名�໐࢚ݠ　ށ
˔設ஔ主ମ名�社団法人　ࡾ次地区医ࢣ会
˔協ྗ医療機関ɿࡾ次地区医療センター　˔։設�)11-04-01

⥄　介護老人保健施設　ਫ਼࠼Ԃ
〒722-0215　尾ಓ市ඒϊڷ町ࡾ339-3
5&-	0848-48-5511　'"9	0848-48-5582
˔ೖॴఆ員�60　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�59　˔会員ࢯ名�߂ܟ　ڮ
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　ਫ਼࠼会　˔協ྗ医療機関ɿ+"尾ಓ૯߹病院
˔։設�)12-04-01

⥅　老人保健施設　ʹ·Μ͘͞のཬ
〒739-0478　市市大野町1320
5&-	0829-50-0031　'"9	0829-50-0037
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�70　˔会員ࢯ名�丸山　つͶࢠ
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　ޫ仁会　˔大野ޫ仁クリχックซ設
˔։設�)13-02-01

⥆　介護老人保健施設　͜Ϳ͠のཬ
〒729-5121　ঙݪ市౦町౦152-4
5&-	08477-2-5252　'"9	08477-2-5253
˔ೖॴఆ員�67　˔ೝ症�43　˔௨ॴఆ員�70　˔会員ࢯ名�ֿ　ܙඒࢠ
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　ޫ仁会　˔͜Ϳ͠のクリχック（֎ɾ内ɾൻ
器科ɾܗ֎科ɾ؟科）˔։設�)12-10-16

⥇　老人保健施設　͓͔͋͛ԓ
〒722-2211　尾ಓ市Ҽ島中ঙ町大山1032-1
5&-	0845-26-2233　'"9	0845-26-2232
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�25　˔会員ࢯ名�ଜ上　༞࢘
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　あおか͛　˔協ྗ医療機関ɿҼ島૯߹病院
˔։設�)11-07-28

⥈　介護老人保健施設　ه念ण
〒730-0805　広島市中区े市町1丁目6-8
5&-	082-294-8400　'"9	082-294-8420
˔ೖॴఆ員�48　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�20　˔会員ࢯ名�中井　志
˔設ஔ主ମ名�国家公務員ࡁڞ組߹連߹会広島ه೦病院　˔国家公務員ࡁڞ
組߹連߹会広島ه೦療ॴซ設　˔։設�)12-04-01

⥉　介護老人保健施設　Fϋε
〒734-0026　広島市南区仁保1丁目6-18
5&-	082-286-6117　'"9	082-286-6113
˔ೖॴఆ員�42　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�20　˔会員ࢯ名�ถ　ݡ
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　広島ް生会　˔広島ް生病院　๚問護スςー
シϣン΄΄えΈ　ډ介護ࢧԉセンター͜͏せい　˔։設�)12-03-28

⥊　老人保健施設　͟͞ͳΈԓ
ਢ3丁目7-15ߴ町ށ市音ޖ　737-1206〒
5&-	0823-50-0688　'"9	0823-50-0689
˔ೖॴఆ員�70　˔ೝ症�40　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�中ຊ　ࠀभ
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人ޖ市社会福祉協議会　˔։設�)12-04-01

⥋　介護老人保健施設　ࡊのՖ
〒731-0221　広島市安ࠤ北区Մ෦5丁目4-19-10
5&-	082-814-0008　'"9	082-819-1140
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�30　˔会員ࢯ名�内౻　लහ
˔設ஔ主ମ名�医療法人ないと͏内科ɾ॥器科　˔ないと͏内科ɾ॥器科
ซ設　協ྗ医療機関ɿ安ࠤ市ຽ病院ɺۚ森ࣃ科医院　˔։設�)12-04-03

⥌　介護老人保健施設　͍͍͋͋
〒726-0026　府中市ࡾ丸町137
5&-	0847-40-1010　'"9	0847-40-1550
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�80　˔会員ࢯ名�田　ӻ治
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　ߊ会　˔協ྗ医療機関ɿ公立Έつ͗૯߹病院
˔։設�)13-02-01

⥍　介護老人保健施設　നのڷ
〒739-1412　広島市安ࠤ北区ന町小ӽ10230
5&-	082-828-0123　'"9	082-828-3456
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�30　˔会員ࢯ名�酒井　亮介
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　ࣰࡾ会　˔協ྗ医療機関ɿ西中ԝ病院ɺΏあ
さࣃ科　˔員�理事　˔։設�)12-03-17

⥎　介護老人保健施設　υϦʔϜͤͤΒ͗
ધ3105-3ࣈ町大ڷ市ຊݪࡾ　729-0411〒
5&-	0848-86-6868　'"9	0848-86-6601
˔ೖॴఆ員�60　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�58　˔会員ࢯ名�୩ຊ　༤ݠ
˔設ஔ主ମ名�医療法人　仁康会　˔協ྗ医療機関ɿຊڷ中ԝ病院
˔։設�)12-07-01

⥏　介護老人保健施設　ϧωοαϯεށ
町ַ೭Լ2638-3ڮ市ޖ　737-1317〒
5&-	0823-50-3333　'"9	0823-50-3355
˔ೖॴఆ員�65　˔ೝ症�15　˔௨ॴఆ員�20　˔会員ࢯ名�ྛ　ӳل
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　ྛ医院　˔๚問護スςーシϣンɺ๚問ೖཋ介
護ซ設　協ྗ医療機関ɿ国立ޖ病院ɺ࢛ಓࣃ科医院　˔։設�)12-07-01

⥐　介護老人保健施設　͖͋
〒739-0311　広島市安芸区野3丁目12-35
5&-	082-894-3337　'"9	082-894-3338
˔ೖॴఆ員�70　˔ೝ症�18　˔௨ॴఆ員�43　˔会員ࢯ名�ࡔຊ　ୡ࠸
˔設ஔ主ମ名�医療法人　দ栄会　˔野ന病院
˔։設�)12-12-01

⥑　介護老人保健施設　΄΄͑Έޖதԝ
市中ԝ5丁目1-6ޖ　737-0051〒
5&-	0823-32-5678　'"9	0823-32-6606
˔ೖॴఆ員�88　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�12　˔会員ࢯ名�ฏ　ߊ
˔設ஔ主ମ名�医療法人　΄΄えΈ会　˔クリχック΄΄えΈޖ　協ྗ医療
機関ɿޖ市医ࢣ会病院　˔։設�)13-04-01

⥒　介護老人保健施設　ాڇόϥԓ
〒732-0068　広島市౦区牛田新町3丁目30-30
5&-	082-222-8000　'"9	082-222-8006
˔ೖॴఆ員�100　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�দੴ　པ明
˔設ஔ主ମ名�医療法人　߃和会　
˔協ྗ医療機関ɿ広島మಓ病院ɺീ丁ງࣃ科医院　˔։設�)13-04-01

⥓　介護老人保健施設　ΣϧϑΣΞ
〒732-0032　広島市౦区上Թ1丁目21-6
5&-	082-280-3720　'"9	082-280-3751
˔ೖॴఆ員�84　˔ೝ症�30　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�山　ݡ一
˔設ஔ主ମ名�医療法人　たか·さ会　
˔協ྗ医療機関ɿ山崎病院ɺ神人クリχック　˔։設�)13-08-01

⥔　介護老人保健施設　·͓
〒725-0012　ݪ市Լ野町3126-1
5&-	0846-22-3007　'"9	0846-22-3060
˔ೖॴఆ員�72　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�60　˔会員ࢯ名�安田　ࠀथ
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　仁慈会
˔安田病院ซ設　協ྗ医療機関ɿ安田ࣃ科医院　˔։設�)14-01-01

⥕　介護老人保健施設　ޖதԝίεϞεԂ
市西中ԝ3丁目6番7号ޖ　737-0811〒
5&-	0823-32-7100　'"9	0823-32-7200
˔ೖॴఆ員�100　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�45　˔会員ࢯ名�ി山　ঘ志
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　ന寿会
˔協ྗ機関ɿࡁ生会ޖ病院ɾṗ田ࣃ科医院　˔։設�)14-04-01
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⥖　介護老人保健施設　ϐΞ؍Ի
〒733-0036　広島市西区観音新町一丁目7番40号
5&-	082-503-7772　'"9	082-503-7774
˔ೖॴఆ員�100　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�30　˔会員ࢯ名�ॏޫ　ོ༤
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　慈楽福祉会　˔協ྗ機関ɿ広島ࡾඛ病院
˔։設�)14-04-01

⥗　介護老人保健施設　ͭ͘Ζ͗ԓ
〒721-0962　福山市౦ख町一丁目28番地31号
5&-	084-945-7000　'"9	084-945-7001
˔ೖॴఆ員�89　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�20　˔会員ࢯ名�લޛܟ　ݪ
˔設ஔ主ମ名�医療法人　慈生会
˔લݪ病院　協ྗ機関ɿたてのࣃ科クリχック　˔։設�)14-08-01

⥘　介護老人保健施設　ࡾୌͻ·ΘΓ
〒733-0802広島市西区ࡾୌຊ町ೋ丁目13番34-2号
5&-	082-230-8777　'"9	082-230-8327
˔ೖॴఆ員�110　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�35　˔会員ࢯ名�ࢠྔ　ߐߴ
˔設ஔ主ମ名�医療法人　Έや͏ち
˔市野ଜ病院　協ྗ機関ɿ広島ه೦病院　˔։設�)14-11-01

⥙　介護老人保健施設　ͤΜͩのཬ
〒720-0017　福山市ઍ田町2丁目5番5号
5&-	084-961-1500　'"9	084-961-1501
˔ೖॴఆ員�96　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�78　˔会員ࢯ名�水Ӭ　࢘߂
˔設ஔ主ମ名�医療法人　Ӭޫ会　˔水Ӭ病院ɾٷ井ࣃ科医院
˔։設�)15-03-31

⥚　介護老人保健施設　͖͔͞
〒739-0003　౦広島市西町༩丸1235番地
5&-	082-422-1560　'"9	082-421-0838
˔ೖॴఆ員�50　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�34　˔会員ࢯ名�ࡕ　ٛ彦
˔設ஔ主ମ名�医療法人　തѪ会　˔ࡕ病院ɾ森ࣃ科医院
˔։設�)15-04-01

⥛　介護老人保健施設　ͻΓ
〒730-0046　広島市中区昭和町1-5
5&-	082-543-5700　'"9	082-249-5891
˔ೖॴఆ員�100　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�52　˔会員ࢯ名�ֿ　ത
˔設ஔ主ମ名�医療法人　ਯਗ਼会　˔ֿ病院ɾ中西ࣃ科医院
˔։設�)15-08-01

⥜　介護老人保健施設　ϝσΟέΞ・͘Ε
市中ԝ2-6-20ޖ　737-0051〒
5&-	0823-25-8100　'"9	0823-25-8112
˔ೖॴఆ員�66　˔ೝ症�30　˔௨ॴఆ員�20　˔会員ࢯ名�Ճ౻　ྑོ
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　Ӭ楽会　˔લ田病院
˔։設�)15-08-01

⥝　介護老人保健施設　ཅͩ·Γ
〒730-0042　広島市中区国ହ18-4-2ࣉ
5&-	082-544-1616　'"9	082-544-1636
˔ೖॴఆ員�100　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�20　˔会員ࢯ名�大ఉ　༰ࢠ
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　仁ୋ会　˔たかのڮ中ԝ病院ɾՏ内ࣃ科医院
˔։設�)15-12-01

⥞　介護老人保健施設　;͔Θ・͘ʹ͘͞
〒739-1752　広島市安ࠤ北区上ਂ186番地1
5&-	082-840-1840　'"9	082-840-3666
˔ೖॴఆ員�100　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�ԣ山　٢
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　あと会　
˔協ྗ医療機関ɿଠ田病院ɾদ島ࣃ科　˔։設�)16-10-01

⥟　介護老人保健施設　γϥϢϦ
〒722-0062　尾ಓ市౦町2830
5&-	0848-20-6009　'"9	0848-44-6466
˔ೖॴఆ員�50　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�36　˔会員ࢯ名�࢘ٱ　ݪ٢
˔設ஔ主ମ名�医療法人　ݪ٢ң科֎科
˔協ྗ医療機関ɿ尾ಓ市立市ຽ病院ɾݪ٢ң科֎科　˔։設�)16-10-01

⥠　介護老人保健施設　౬དྷ·ͭΉΒ
〒738-0512　広島市ࠤഢ区౬དྷ町大ࣈന࠭ࣈᑟીར590番地
5&-	0829-40-5600　'"9	0829-40-5221
˔ೖॴఆ員�50　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�20　˔会員ࢯ名�দଜ　
˔設ஔ主ମ名�医療法人　দଜ॥器ɾ֎科医院
˔協ྗ医療機関ɿ水医院ɾࣃ科医院　˔։設�)17-05-01

⥡　介護老人保健施設　ݪ
〒738-0031　市市1-926ݪ
5&-	0829-38-3333　'"9	0829-38-6161
˔ೖॴఆ員�120　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�20　˔会員ࢯ名�酒井　亮介
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　ࣰࡾ会　˔協ྗ医療機関ɿ+"ኍ島૯߹病院ɾ
ॏ症৺োࣇ施設ླが็ࣃ科　˔։設�)18-03-01

⥢　介護老人保健施設　͘͞Β
〒736-0045　安芸܊ւ田町ງ町2-23
5&-	082-822-3777　'"9	082-822-8438
˔ೖॴఆ員�50　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�30　˔会員ࢯ名�山ຊ　Ղ史
˔設ஔ主ମ名�医療法人　か͠の会　˔協ྗ機関�山ຊܗ֎科病院ɺւ田
デンタルクリχック　˔։設�)18-06-01

⥣　ӺՈϦϋϏϦςʔγϣϯ4",63"
〒720-1131　福山市Ӻ家町大ࣈສ1046番2
5&-	084-977-0058　'"9	084-976-9622
˔ೖॴఆ員�90　˔ೝ症�45　˔௨ॴఆ員�60　˔会員ࢯ名�仁ࣲ　࣐߂
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　ᴈ明会
˔協ྗ医療機関ɿࣉԬه೦病院ɾ小ി病院　˔։設�)18-06-01

⥤　介護老人保健施設େ
大ਂ田482番地の1ࣈ市๛町大ޖ　734-0102〒
5&-	0823-67-1188　'"9	0823-67-1177
˔ೖॴఆ員�50　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�40　˔会員ࢯ名�丸ڮ　ᏻ
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　寿会
˔։設�)19-04-01

⥥　介護老人保健施設ͳ͝Έ
市Ѩլ北1丁目14番15号ޖ　737-0001〒
5&-	0823-74-7531　'"9	0823-74-7533
˔ೖॴఆ員�36　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�0　˔会員ࢯ名�長尾　༤
˔設ஔ主ମ名�医療法人　෩会
˔։設�)19-10-01

⥦　介護老人保健施設Ϗʔϒϧ͔Μͳ
〒720-2124　福山市神ล町南547番地の7
5&-	084-960-0881　'"9	084-963-0884
˔ೖॴఆ員�62　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�20　˔会員ࢯ名�౻井　ޭ
˔設ஔ主ମ名�医療法人　ߚ๖会
˔։設�)19-12-01

⥧　介護老人保健施設͓͋·
市Ѩլ北6丁目15番30号ޖ　737-0001〒
5&-	0823-76-3311　'"9	0823-76-3310
˔ೖॴఆ員�89　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�20　˔会員ࢯ名�੨山　ڤ
˔設ஔ主ମ名�医療法人　せい͟Μ　˔੨山病院
˔։設�)21-04-01

⥨　介護老人保健施設ѨլίεϞεԂ
市Ѩլ南3丁目7番1号ޖ　737-0004〒
5&-	0823-73-7300　'"9	0823-73-7500
˔ೖॴఆ員�60　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�45　˔会員ࢯ名�登　ಓ
˔設ஔ主ମ名�社会福祉法人　ന寿会
˔։設�)20-04-01

⥩　介護老人保健施設ͤͤΒ͗
〒729-5724　ঙݪ市西町中野1339
5&-	0824-82-2601　'"9	0824-82-2601
˔ೖॴఆ員�50　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�4　˔会員ࢯ名�ྗڷ　和明
˔設ஔ主ମ名�ঙݪ市　˔ঙݪ市立西市ຽ病院
˔։設�)20-04-01

⥪　介護ྍཆܕ老人保健施設͍Θ͖͞
〒732-0043　広島市౦区౦山町1-9
5&-	082-262-5271　'"9	082-261-8720
˔ೖॴఆ員�92　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�10　˔会員ࢯ名�ؠ崎　昭治
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　ੴݟ会　˔いわさきクリχック
˔։設�)21-04-01

⥫　Ҽౡҩࢣձ介護老人保健施設Ϗϩʔυのٰ
〒722-2211　尾ಓ市Ҽ島中ঙ町1955番地
5&-0845-24-1209　'"90845-24-1205
˔ೖॴఆ員�80　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�45　˔会員ࢯ名�Ԭ崎　७ೋ
˔設ஔ主ମ名�一ൠ社団法人Ҽ島医ࢣ会　˔Ҽ島医ࢣ会病院
˔։設�)24-05-01

⥬　౦༸Ӌໟதൢࠃ࢛ചࣜגձࣾౡӦۀॴ
〒731-0013　広島市安ࠤ南区西1ݪ丁目12-12
5&-082-850-3850　'"9082-871-8281
˔会員ࢯ名�ද取క　༄場　߂

1̝01　介護ྍཆܕ老人保健施設ΈのΓ
〒726-0003　府中市ݩ町43-1
5&-0847-45-4571　'"90847-40-0117
˔ೖॴఆ員�93　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�25　˔会員ࢯ名�٢田　
˔設ஔ主ମ名�社会医療法人社団　ཅਖ਼会　˔北クリχック
˔։設�)23-04-01

1̝02　老人保健施設ͨのϦϋϏϦ
〒739-0321　広島市安芸区中野5丁目13番30号
5&-082-893-3636　'"9082-893-3737
˔ೖॴఆ員�15　˔ೝ症�0　˔௨ॴఆ員�0　˔会員ࢯ名�畑野　栄治
˔設ஔ主ମ名�医療法人社団　長寿会
˔։設�)24-09-01
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